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High Performance Coating Materials …

1939年、フランス人レーシングドライ
バー、ピエール・ヴェイロンは、ブガッ
ティを駆ってかの有名なルマン 24時間
耐久レースを制しました。 

フォルクスワーゲン グループは、ブガッ
ティ・ブランドを復活させ、自社の高
級車ラインナップに加えました。この新
しいスーパースポーツカーは、ピエー
ル・ヴェイロンに敬意を表して「ブガッ
ティ・ヴェイロン」と名付けられました。

ブガッティのその類まれな特徴は、最
高出力 1001馬力（hp）のエンジンを
搭載し、最高速度が 400km/h以上に
達することです。そのW型 16気筒エ
ンジンには、4基の排気ターボチャー
ジャーと 2基の冷却装置が装備されて
います。また、コンパクト設計により、
エンジンの軽量小型化が実現されてい
ます。

．．．スーパースポーツカー「ブガッティ・ヴェイロン 16.4」に採用
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ピストン群の摩擦を最小限に抑えるた
め、このエンジンに適用できるシリン
ダー表面処理のソリューションが探し求
められていました。コンパクト化と軽量
化、フリクションロスの低減化が図られ
たこのエンジンには、高品質なコーティ
ング技術が必要とされていました。

過去 10年間、エリコンメテコは溶射
技術をベースに、それに適したテクノ
ロジーの開発と最適化を行い、その結
果、回転式内径プラズマ溶射ガンを用
いて、カーボンスチールとモリブデンか
らなる複合金属材料をシリンダー表面
に溶射する技術を開発致しました。 

高エネルギーを有するアルゴン‐水素
プラズマにより、再現性の高い安定し
た溶射を実現しています。

W16エンジンのコーティング処理は、
ブガッティからの依頼を受けて、エリコ
ンメテコ CS Automotiveが担当致しま
した。これらの主要諸元は、エリコン
メテコのロータプラズマプロセスによ
るコーティング性能の高さを実証してい
ます。

エリコンメテコは、乗用車、オートバ
イ、スクーター、トラック、レーシング
カーといった様々な車種向けのガソリ
ンエンジンやディーゼルエンジンへの
ソリューションとして、溶射材料の選定
からコーティング処理、加工まで、豊
富な実績を有しています。

ブガッティW16エンジンの主要諸元 
シリンダー数 16

排気量 7993 cm3

最高出力 1001 PS at 6000 U / min.

最大トルク 1250 Nm at 2500 U / min.
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